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令
和
８
年
の
新
春
を
心
も
新
た
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
新
し
い
年
が
皆
様
と
河
内
町
に
と
り
ま
し
て
、

素
晴
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

本
年
、
河
内
町
は
町
制
施
行
30
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
の
年

を
迎
え
ま
す
。
新
年
よ
り
、
記
念
事
業
を
順
次
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ロ
ゴ
マ
ー
ク
・
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
活
用
を
は
じ
め
、

町
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
各
種
事
業
や
記
念
式
典
な
ど
、
多
く
の

皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る
企
画
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
町
の

歩
み
を
振
り
返
り
、
町
民
の
皆
様
と
と
も
に
次
の
10
年
、
20
年
を

見
据
え
た
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
一
年
と
し
て
ま
い
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

一
方
で
、社
会
情
勢
は
依
然
と
し
て
不
透
明
で
あ
り
、物
価
高
騰

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
上
昇
、
人
手
不
足
、
人
口
減
少
な
ど
、
地

方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
河
内

町
に
お
い
て
も
、
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
で
、

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
も
、
本
町
で
は
昨
年
５

月
に
中
央
公
民
館
を
建
て
替
え
し
、
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減

や
教
育
環
境
の
整
備
等
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
公
共
施
設
の
計

画
的
な
維
持
管
理
や
防
災
・
減
災
対
策
の
強
化
に
加
え
、
将
来
の

行
政
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
新
庁
舎
建
設
に
向
け
た
検
討
・
準

備
も
進
め
て
お
り
、
現
在
基
本
設
計
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

30
周
年
の
節
目
に
合
わ
せ
、
町
内
外
へ
向
け
た
魅
力
発
信
に
も
取

り
組
み
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
に
は
、
健
康
で
幸
多
き
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

河
内
町
長

野
澤 

良
治

河内町町制施行 30 周年河内町町制施行 30 周年

河内町といえば、やはりお米が思い浮かべました。またお米＝「かわち丸」を河内町といえば、やはりお米が思い浮かべました。またお米＝「かわち丸」を
思い浮かべ、ロゴにいれたら可愛いかも！と思い「0」の部分をかわち丸にしまし思い浮かべ、ロゴにいれたら可愛いかも！と思い「0」の部分をかわち丸にしまし
た。またマントではなく蝶ネクタイにし、特別感をだしています。全体的にシンた。またマントではなく蝶ネクタイにし、特別感をだしています。全体的にシン
プルさと可愛らしさを兼ねそろえたロゴに仕上げました。プルさと可愛らしさを兼ねそろえたロゴに仕上げました。

日本語の乱れと考える人もいますが、「かわいい」を日本語の乱れと考える人もいますが、「かわいい」を
「かわちい」という人もいることから、町名の河内とかけて「KAWACHIi 「かわちい」という人もいることから、町名の河内とかけて「KAWACHIi 

LIFE」としました。また、河内良い（かわちいい）も「かわちい」と聞こえます。LIFE」としました。また、河内良い（かわちいい）も「かわちい」と聞こえます。
河内町での良い生活。そして町中で色んな「かわちい」を見つけて（例 : かわ河内町での良い生活。そして町中で色んな「かわちい」を見つけて（例 : かわ

ち丸など）、その「KAWACHIi LIFE」を未来へつないでいってほしいという思いち丸など）、その「KAWACHIi LIFE」を未来へつないでいってほしいという思い
を込めました。「KAWACHIi」の二つ目の i を小文字にしたのは、i を人に見立て、を込めました。「KAWACHIi」の二つ目の i を小文字にしたのは、i を人に見立て、

「河内 (KAWACHI) と人 (i) の営み (LIFE)」を表すためです。「河内 (KAWACHI) と人 (i) の営み (LIFE)」を表すためです。

※採用作品は、原案を基に応募者の了承を得て、デザイン調整を行い完成したものです。　※キャッチフレーズ優秀賞において、小学生部門の応募が無かったため、一般部門から２作品選定いたしました。※採用作品は、原案を基に応募者の了承を得て、デザイン調整を行い完成したものです。　※キャッチフレーズ優秀賞において、小学生部門の応募が無かったため、一般部門から２作品選定いたしました。

ロゴマーク
決定

キャッチ
フレーズ
決定

優秀賞

山﨑 良紗 さん

【小学生の部】
仁部 楓 さん

【中学生の部】木皮 帆俊 さん

【中学生の部】
宇都木 雫 さん

【一般の部】福島 進 さん 【一般の部】
宇野 奈津美 さん【一般の部】菅野 薫 さん

最優秀賞

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
希
望
に
満
ち
た
新
春
を

健
や
か
に
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
８
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
河
内
町
議
会
を
代
表
い
た
し
ま

し
て
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
昭
和
１
０
０
年
と
い
う
記
念
す
べ

き
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
日
本
経
済
は
物
価
高
騰
に
よ
る
家
計
の

負
担
増
加
や
実
質
賃
金
の
低
下
、
企
業
の
コ
ス
ト
増
、
そ
し
て
、

生
活
必
需
品
価
格
の
上
昇
な
ど
に
よ
り
、
生
活
に
不
安
が
生
じ
る

年
で
あ
り
ま
し
た
。
本
年
は
、
国
の
総
合
経
済
対
策
に
よ
る
「
強

い
経
済
」
を
実
現
し
て
い
た
だ
き
、
一
刻
も
早
い
暮
ら
し
の
安
定

を
望
む
ば
か
り
で
す
。

河
内
町
に
お
い
て
は
、
昨
年
５
月
に
中
央
公
民
館
が
竣
工
し
、

公
営
塾
や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
な
ど

が
開
設
さ
れ
新
た
な
交
流
拠
点
が
完
成
し
ま
し
た
。
地
域
の
皆
様

の
子
育
て
支
援
や
健
康
増
進
等
に
是
非
ご
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

町
議
会
に
お
い
て
も
、「
活
力
に
満
ち
た
よ
り
豊
か
な
町
」
の

実
現
に
向
け
、多
様
化
す
る
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り
把
握
し
、

よ
り
一
層
の
対
策
を
講
じ
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

本
年
も
議
会
改
革
の
更
な
る
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
町
民
の

皆
様
に
常
に
寄
り
添
い
、ご
意
見
ご
指
導
を
賜
り
、さ
ら
に
信
頼
さ

れ
、よ
り
身
近
で
開
か
れ
た
議
会
の
構
築
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
新
し
い
年
が
町
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多
き
一

年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
、
議
員
一
同
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

河
内
町
議
会
議
長

髙
橋 

　稔

河内町町制施行 30 周年河内町町制施行 30 周年

河内町は今年、令和 8 年 6 月 1 日に町河内町は今年、令和 8 年 6 月 1 日に町
制施行 30 周年という大きな節目を迎えま制施行 30 周年という大きな節目を迎えま
す。す。

今日まで町の発展を支えていただいた町今日まで町の発展を支えていただいた町
民の皆様、関係者の皆様に心より感謝申し民の皆様、関係者の皆様に心より感謝申し
上げます。上げます。

30 周年を記念し、町では記念式典の開30 周年を記念し、町では記念式典の開
催をはじめ、記念ロゴマークやキャッチフ催をはじめ、記念ロゴマークやキャッチフ
レーズを活用した広報、町の魅力を再発見レーズを活用した広報、町の魅力を再発見
する各種事業などを順次実施していく予定する各種事業などを順次実施していく予定
です。です。

詳細な内容や日程につきましては、今後詳細な内容や日程につきましては、今後
の広報紙や町ホームページで随時お知らせの広報紙や町ホームページで随時お知らせ
いたします。いたします。

広く親しまれるよう記念ロゴマーク及び広く親しまれるよう記念ロゴマーク及び
キャッチフレーズを公募したところ、全国キャッチフレーズを公募したところ、全国
からロゴマーク 76 作品、キャッチフレーからロゴマーク 76 作品、キャッチフレー
ズ 616 作品もの応募をいただきました。ズ 616 作品もの応募をいただきました。
数回にわたる選考での最終審査を経て、右数回にわたる選考での最終審査を経て、右
記の作品がそれぞれ選ばれました。ご応募、記の作品がそれぞれ選ばれました。ご応募、
ご協力をいただいた皆様に心より感謝申しご協力をいただいた皆様に心より感謝申し
上げます。上げます。

節目の年を町民の皆様とともに祝い、次節目の年を町民の皆様とともに祝い、次
の世代につながる一年としてまいります。の世代につながる一年としてまいります。

日本語の乱れと考える人もいますが、「かわいい」を日本語の乱れと考える人もいますが、「かわいい」を
「かわちい」という人もいることから、町名の河内とかけて「KAWACHIi 「かわちい」という人もいることから、町名の河内とかけて「KAWACHIi 

LIFE」としました。また、河内良い（かわちいい）も「かわちい」と聞こえます。LIFE」としました。また、河内良い（かわちいい）も「かわちい」と聞こえます。
河内町での良い生活。そして町中で色んな「かわちい」を見つけて（例 : かわ河内町での良い生活。そして町中で色んな「かわちい」を見つけて（例 : かわ

ち丸など）、その「KAWACHIi LIFE」を未来へつないでいってほしいという思いち丸など）、その「KAWACHIi LIFE」を未来へつないでいってほしいという思い
を込めました。「KAWACHIi」の二つ目の i を小文字にしたのは、i を人に見立て、を込めました。「KAWACHIi」の二つ目の i を小文字にしたのは、i を人に見立て、

「河内 (KAWACHI) と人 (i) の営み (LIFE)」を表すためです。「河内 (KAWACHI) と人 (i) の営み (LIFE)」を表すためです。

※採用作品は、原案を基に応募者の了承を得て、デザイン調整を行い完成したものです。　※キャッチフレーズ優秀賞において、小学生部門の応募が無かったため、一般部門から２作品選定いたしました。※採用作品は、原案を基に応募者の了承を得て、デザイン調整を行い完成したものです。　※キャッチフレーズ優秀賞において、小学生部門の応募が無かったため、一般部門から２作品選定いたしました。

未来へつなげ未来へつなげ
KAWACHIi LIFEKAWACHIi LIFE

キャッチ
フレーズ
決定

優秀賞

中谷 光希 さん

うちは、笑顔が特産品ですうちは、笑顔が特産品です 【中学生の部】木皮 帆俊 さん

あっち　こっち　やっぱり河内あっち　こっち　やっぱり河内 【一般の部】福島 進 さん

実り豊かに３０年　未来はぐくむ河内町実り豊かに３０年　未来はぐくむ河内町【一般の部】菅野 薫 さん

最優秀賞


